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はじめに

 
近年、業務用米の需要が高まり、既存の品種より多収

の良食味品種が求められている。今後、さらなる多収

を実現するには耐倒伏性の強化が必要であるため、既

存の品種より明らかに稈長が短い特性を保有する育種

素材の開発を行った。

試験方法

 
東北農業研究センター大仙研究拠点圃場において、

年に業務用多収品種の育成を目標とした極晩生の

多収・良食味品種「あきだわら」 と短稈・飼料用系統

「奥羽 号」の組合せから選抜した単独系統 の中

に、短稈・多収品種の「ふくひびき」 より明らかに稈

長が短く、穂長が長い系統を見いだした。選抜した単

独系統は、 年に「羽系 」の系統名を付与し、

東北農業研究センター大仙研究拠点圃場において、移

植栽培（施肥窒素成分（基肥 追肥）：標肥区

、多肥区 ）、直播（条播）栽培

（施肥量は移植栽培と同じ）の生産力検定に供試した。

移植標肥区は 年～ 年、直播標肥区は 年

～ 年、多肥区は移植・直播とも 年～ 年に

供試した。いずれの試験も 反復とした。移植標肥区の

サンプルについては炊飯米の食味官能試験を行った。

年～ 年には、移植標肥区と移植多肥区におい

て一穂当たりの籾数調査（ 区 穂調査）を行った。

「あきだわら」は、第 染色体上の一穂着粒数を増やす

遺伝子 ）と第 ，第 染色体上の良食味 （

， ） ）を保有していることから、「羽系 」

の および良食味 の保有を マーカーで調査し

た。食味関連形質として、移植標肥区（ 年～

年）の白米のアミロース含有率をオートアナライザー

（ピーエルテック株式会社製）で分析した。

試験結果及び考察

「羽系 」は、多収の短稈品種「ふくひびき」よ

り稈長が明らかに短く、「ふくひびき」より耐倒伏性、

玄米品質に優れ、「ふくひびき」と同程度の収量性で

ある（図 、表 ）。炊飯米の食味は、「ふくひびき」

より光沢、味に優れ、柔らかく粘りがあり、「ひとめ

ぼれ」と同程度の良食味である（表 ）。一穂着粒数は

「ふくひびき」より多い（表 ）。 マーカーによる

調査の結果、「羽系 」は を保有せず、良食味

は両方とも保有していた。「羽系 」の一穂着粒

数が多い特性は、「あきだわら」ではなく「奥羽 号」

より遺伝した特性と考えられる。「奥羽 号」は「ふ

くひびき」より食味が劣り、良食味 を両方とも保有

していなかったことから、「羽系 」の良食味は

「あきだわら」から遺伝した特性と考えられる。白米

アミロース含有率は「羽系 」： 、「あきたこ

まち」： 、「ひとめぼれ」： 、「ふくひび

き」： であり、「羽系 」の良食味はアミロー

ス含有率の低さが要因の一つと考えられる。稈長の遺

伝は未解析だが、「羽系 」の交配後代に「羽系

」と同等の極短稈個体が出現することを確認して

いる。

 
まとめ

「羽系 」は現行の主要品種より明らかに稈長が短

く、耐倒伏性に優れ、穂数は少ないが一穂着粒数が多

く、「ふくひびき」と同程度の収量性である。また、

「あきたこまち」「ひとめぼれ」と同程度の白米アミ

ロース含有率で良食味の特性を兼ね備えていることか

ら、今後、母本として利用し、その母本能力を評価し

ながら、多収品種の育成を行う予定である。「羽系

」を他の品種育成機関で利用する場合は、農研機

構東北農業研究センターとの共同研究契約が必要であ

る。

（本開発は、農林水産省革新的技術開発・緊急展開事

業 先導プロ において実施した。）
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図１ 系統栽培における羽系 の草姿と稈長および生産力検定の株標本 
（株左：羽系 1795、株右：ふくひびき） 

注）稈長は 個体を測定した。同文字の数値は ％水準で有意ではない（ 法）。箱の太線は中央値、

下は第 四分位数、上は第 四分位数、ひげの下は最小値、上は最大値、○は外れ値を示す。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1　羽系1795の生産力検定結果

系統名

品種名

羽系1795

ふくひびき

あきたこまち

ひとめぼれ

栽培

施肥

品種:栽培

品種:施肥

注）倒伏程度：0(無）～5（甚）、玄米品質は1(上上)～9（下下)の達観判定。同文字の数値は5％水準で有意ではない（Bonferroni法（対応有））。

全試験区を品種、栽培（移植と直播）および施肥(標肥と多肥)の要因で分散分析した。

「:」は交互作用、***、**、*は、それぞれ0.1％水準、1％水準、5％水準で有意で、NSは有意ではない。

標肥区：2013～2017年(移植)、2014～2017年（直播）、多肥区：2015～2016年の全試験区の平均値。

出穂期 稈長 穂長 穂数 倒伏程度（0-5） 玄米

全試験 栽培別 全試験 施肥別 千粒重 品質

精玄米重（kg/a）

標肥 多肥

分
散
分
析

(月.日) (本/㎡) 移植 直播

表2　羽系1795の食味試験結果

系統名 光沢 味 粘り 硬さ 総合

品種名 (-3～+3) (-3～+3) (-3～+3) (-3～+3) (-3～+3)

羽系1795

ふくひびき

t検定
注）総合、光沢、味は＋は基準より良いことを示す。

　　粘りは、＋が粘ること、硬さは、＋が硬いことを示す。

　　2013～2017年の標肥栽培の結果の平均。パネルは10～16人。

　　食味試験の基準品種は「ひとめぼれ」。

　　9回の食味試験の各項目平均値についてt検定。

　　***：0.1％水準で有意。**：1％水準で有意。

表3　羽系1795の一穂着粒数調査結果

系統名

品種名

羽系1795

ふくひびき

あきたこまち

ひとめぼれ
注）2015、2016年の移植栽培（標肥、多肥）の結果。

同文字の数値は5％水準で有意ではない（Tukey法）。

1穂粒数

全試験 標肥 多肥
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